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１．これまでの活動の総括 

 

 松江天文同好会は、１９８４年（昭和５９年）４月に松江市とその近郊の星仲間により

発足しました。同好会は本年４月１日をもって設立２５周年となり、４半世紀の大きな節

目を迎えることができました。これは、同好会の活動を支えてくださった会員のみなさん

と、 そして友好の関係のみなさんのご協力の賜物であり、ともに喜びたいと思います。 

 この２５年間の活動は、松江市の天文教室をはじめとする地域での星の観察会を始め、

設立と同時に山陰の星仲間と企画した Sun-in星の集いの開催、美保関隕石騒動などの大き

な出来事にも取り組むことができました。 

 また、運営については、昨年からは数年前から途切れていた例会も再開でき、毎月の活

動報告や計画を話し合っています。そして、ホームページやメーリング・リストでの情報

提供や情報交換もできるようになりました。さらに、会員個人の活動としては、新星や小

惑星の発見などがあり、３回の天体発見賞（日本天文学会）を受賞するなど、輝かしい実

績もあげています。 

 一方で、体制については、設立当初頃の会員が中心になり、その後に入会した会員とと

もに活動を続けています。松江には天文教室などで多くの天文ファンがおられることを考

えると、これからはいっしょに星を楽しむ仲間を増やしていく活動もしなければならない

と考えます。 

 これまで、同好会を運営していくのに当たっては、「会員個人個人の星に対する価値観

を尊重しながら、特別な星の知識や天体望遠鏡がなくても、みんなで星を楽しんでいこう」

ということを意識していました。そして、同好会が組織としてある理由は「仲間といっし

ょに美しい星を楽しむ。そして、そんな星の美しさを多くのみなさんに知らせたい。」と

いうことだと思っています。 

 この１年あまり、毎月の定例会、ホームページの開設や天文教室の定例化など、同好会

の運営にとって必要な基盤を着実に作ってきました。同時に、定例会では今後の同好会の

運営をどのようにしていくのか、様々な点から検討してきました。本日、同好会設立２５

周年をひとつの節目として記念総会を開催しますが、ぜひ、忌憚のないご意見をいただき、

次の２５年につなげて行きたいと考えます。また、遠隔地で参加できない会員の方にも、

ぜひホームページやメーリング・リストでご意見をいただければ幸いです。 

 最後に、繰り返しになりますが、同好会が組織としてある理由は「仲間といっしょに美

しい星を楽しむ。そして、そんな星の美しさを多くのみなさんに知らせたい。」というこ

とです。同好会に集う皆さんがそんな気持ちを持ち続けながら星を見ることができれば、

これまで以上に楽しい会の運営が続くと考えています。引き続き、みなさま方の積極的な

ご支援をよろしくお願いいたします。 
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２．今後の活動方針 

 

（１）活動方針 

   仲間といっしょに美しい星を楽しみ、さらに美しい星を多くのみなさんに知ってい 

ただける活動をします。 

 

（２）活動にあたって心がけること 

  ・ みんなで楽しみながら星を見ます。 

  ・ 星を観る会などを通じて、星の美しさを広く伝えていきます。 

  ・ いっしょに星を楽しむ仲間づくりをします。 

・ わかりやすく親しみやすい組織とします。 

  ・ 会員が協力して会の運営を行い、あまり負担にならないように工夫をします。 

 

（３）会の名称の変更 

   ２５年間にわたって「松江天文同好会」の名称で活動してきましたが、会の名称の 

  変更の提案をします。 

 

  ①新しい会の名称 

 

     松 江 星 の 会 

 

  ②趣 旨 

    星に少しでも興味がある方が入会しやすいように、親しみやすくわかりやすい名 

   称とします。今後の活動で星を観る会をできる限り開催したり、「星の美しさを共有  

   できるような仲間作り」にも広く取り組むことから、もう少し「やさしく」、組織的 

   にも「フラット」なイメージの名称を意識しました。 

    定例会の議論の過程では、これ以外に星の会を「星空の会」に、また、松江を「ま 

   つえ」という名称にとの意見もありました。 
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３．規約等の改正 

 

 みんなで楽しく活動できるように、これまでの松江天文同好会規約の全部を改正し、わ

かりやすい規約にします。 

 また、具体的な運用方針を定めます。 

 

（１）松江星の会規約 

 

（２）松江星の会規約の運用方針 

 

（３）松江星の会ホームページの運用方針 

 

（４）松江星の会メーリングリストの運用方針 

 

 以上は、別冊で提案します。 
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４．役員・事務局の選出 

 

        会 長  佐 藤 寧 志 

 

        副会長  金 津 和 義 

 

        副会長  安 部 裕 史 

 

        会 計  長 繁 美 夏 

 

    （任期：2009 年（平成 21年）9 月 26 日～2011 年（平成 23年）3月 31 日） 

 

               ※松江星の会規約第９条、附則第３項の規定による 

 

 

 

        事務局  安 部 裕 史 

 

               ※松江星の会規約第１９条の規定による 
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５．設立２５周年事業 

 

 松江天文同好会設立２５周年（松江星の会設立）を記念して、次の事業を行います。 

 

（１）松江天文同好会ホームページの開設 

    2009年 6月に開設しました。 

    これからも積極的な情報提供を行うことで、これをきっかけに星が好きになった 

   り、新しい仲間ができることを願います。 

 

（２）設立２５周年記念総会の開催 

    2009年（平成 21年）9月 26日（土）、松江市市民活動センターで開催します。 

 

（３）記念誌の発行 

    これまでの主要な活動や最近の活動の報告、会員及び関係者のメッセージ及び記 

   念総会での記念写真や決定事項などを掲載します。 

    発行は、2009年内を予定しています。 

 

（４）2010 年東亜天文学会松江大会の開催 

    東亜天文学会は、1920年に設立された日本で最も古い天文同好会です。 

    毎年、全国を回って総会が開催されますが、2010年は松江で開催されることが決 

定しました。同好会では、この松江大会の運営に協力します。 

 

 


